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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月28日(2009.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続される複数機種の印刷装置の１つに印刷データと印刷設定を送って印刷させる情報
処理装置において、機種固有の印刷設定項目と設定値を含む、各機種毎の固有設定データ
ファイルが所定の圧縮方式で圧縮された圧縮設定データファイルを保管する記憶手段と、
該記憶手段に保管されている該圧縮設定データファイルのうち印刷先の印刷装置の機種に
対応する固有設定データファイルを解凍する解凍手段と、該解凍された固有設定データフ
ァイルに対応する固有印刷設定画面を表示するインターフェイス手段と、該固有印刷設定
画面での設定内容を取得して印刷設定を行う印刷設定手段とを備えていることを特徴とす
る情報処理装置。
【請求項２】
　前記情報処理装置は、前記圧縮設定データファイルが、複数の前記固有設定データファ
イルがそれぞれ圧縮された状態で１つのファイルとして結合され、または、該複数の固有
設定データが１つのファイルとして結合された状態で圧縮されていることを特徴とする請
求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記情報処理装置は、前記解凍手段が前記圧縮設定データファイルの固有設定データフ
ァイルを解凍したとき、既に解凍されている他の固有設定データファイルが前記記憶手段
に保管されていると、該解凍状態の他の固有設定データファイルを該記憶手段から削除す
る削除手段を備えていることを特徴とする請求項１または請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記圧縮設定データファイルは、複数の前記固有設定データファイルがそれぞれ複数種
類の圧縮方式のうち任意の１つの圧縮方式で圧縮されており、前記解凍手段は、該固有設
定データファイルをその圧縮方式に応じて解凍することを特徴とする請求項１から請求項
３のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記情報処理装置は、前記圧縮設定データファイルを所定の認証情報に基づいて保護し
、前記インターフェイス手段に認証情報の入力を行わせる認証情報入力画面を表示させ、
該認証情報入力画面から適格な認証情報が入力されると、前記解凍手段による該圧縮設定
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データファイルの解凍を許可する保護手段を備えていることを特徴とする請求項１から請
求項４のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記保護手段は、前記入力された認証情報の認証を外部認証装置に依頼し、該外部認証
装置が該入力認証情報が適格であると判断すると、前記解凍手段による前記圧縮設定デー
タファイルの解凍を許可することを特徴とする請求項５記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記保護手段は、前記入力された認証情報の認証を前記印刷先の印刷装置に依頼し、該
印刷装置が該入力認証情報が適格であると判断すると、前記解凍手段による前記圧縮設定
データファイルの解凍を許可することを特徴とする請求項５記載の情報処理装置。
【請求項８】
　コンピュータに請求項１から請求項７のいずれかに記載の情報処理装置として機能させ
ることを特徴とする情報処理プログラム。
【請求項９】
　請求項８記載の情報処理プログラムを記録したことを特徴とする記録媒体。
【請求項１０】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報処理装置から送られる印刷データと印刷設
定に基づいて印刷することを特徴とする印刷装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報処理装置と、
　請求項１０に記載の印刷装置と、
を備えたことを特徴とする印刷システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、本発明は、印刷装置の機種に対応した詳細でかつ適切な印刷設定を可能としつ
つ、印刷設定関連の情報を記憶する記憶手段の有効利用を図ることができるようにするこ
とを目的としている。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項９記載の発明の記録媒体は、請求項８記載の情報処理プログラムを記録したこと
により、上記目的を達成している。 
　請求項１０記載の発明の印刷装置は、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報処理
装置から送られる印刷データと印刷設定に基づいて印刷することにより、上記目的を達成
している。
　請求項１１記載の発明の印刷システムは、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の情報
処理装置と、請求項１０に記載の印刷装置と、を備えたことにより、上記目的を達成して
いる。
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